




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 











 









実音聴取用原稿 

令和８年度広島県立特別支援学校高等部普通科職業コース 

一次募集 検査Ａ１ 

 

 

 

 

 

２ページを見てください。 

 放送を聞いて、次の問いに答えなさい。 

これから英語で、ケビンさんが夏休みの日記を発表します。日記の放送は、２回

流します。放送を聞いて、次のかっこ１からかっこ３の問いに答えなさい。 

解答時間は２回目の放送を流し終えてから２分間です。２分後に、しかく２の放

送問題を流します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

August  8th  

I  went  to  the  zoo. 

I saw many animals. 

It was  exciting. 

 

２回目です。（繰り返し） 

（２回目終了後）かっこ１からかっこ３の問いに答えなさい。  

配付なし 



  

実
音
聴
取
用
原
稿 

令
和
八
年
度
広
島
県
立
特
別
支
援
学
校
高
等
部
普
通
科
職
業
コ
ー
ス 

一
次
募
集 

検
査
Ａ 

２
あ 

三
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
指
示
が
あ
る
ま
で
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
放
送
を
聞
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

こ
れ
か
ら
鈴
木
さ
ん
が
職
場
実
習
に
行
く
た
め
に
利
用
す
る
、
浅
岡
駅
の
案
内
放
送
を
二
回
流
し
ま
す
。
放
送
の
後
に
、
い
く
つ
か
質
問
が

あ
る
の
で
、
大
事
だ
と
思
う
こ
と
を
次
の
メ
モ
欄
に
メ
モ
し
て
く
だ
さ
い
。（
３
秒
あ
け
る
） 

                 

（
チ
ャ
イ
ム
音
） 

い
つ
も
、
浅
岡
駅
を
御
利
用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

み
な
さ
ま
に
、
電
車
の
遅
れ
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

浅
岡
駅
に
七
時
五
十
分
到
着
予
定
の
、
枝
広
行
き
の
電
車
は
、 

雪
の
影
響
に
よ
り
、
十
五
分
遅
れ
の
、
八
時
五
分
に
浅
岡
駅
に
到
着
し
ま
す
。 

御
迷
惑
を
お
か
け
し
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 

（
チ
ャ
イ
ム
音
） 

  
 

 

二
回
目
で
す
。 

（
繰
り
返
し
） 

 

そ
れ
で
は
、
四
ペ
ー
ジ
に
進
ん
で
、
か
っ
こ
１
か
ら
か
っ
こ
３
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

配
付
な
し 



令和８年度広島県立特別支援学校高等部入学者選抜 

普通科職業コース 検査Ａ 出題意図 
 

 

１ 出題意図 

知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校高等部においては、生徒が、個々の障害の

状態や学習上の特性及び地域の実態等に即して、望ましい社会参加を目指し、日常生活や社会生活に

生きて働く知識及び技能、習慣や学びに向かう力が身に付くよう指導している。また、普通科職業コ

ースでは、職業的自立に必要な力を育成するための指導を行っている。 

こうした普通科職業コースの指導内容を踏まえ、平成29年文部科学省告示の特別支援学校小学部・

中学部学習指導要領のうち、中学部の各教科等の内容に準拠したものとし、職業生活に必要な基礎

的・基本的な知識及び技能の習得の状況並びにこれらを活用して課題を解決するために必要な思考

力、判断力、表現力等を幅広く検査するよう配慮して出題する。 

 

２ 各問題で主に扱う内容 

１ 英語による放送を聞き、その内容を正しく理解しているかを問うものである。 

   

２ 公共交通機関の案内放送を聞き、その内容を正しく理解しているか、また、社会生活で起こり得る

事象に対応できるかを問うものである。 

   

３ 自然災害やその備えについて理解しているか、また、災害時の情報の収集方法について理解してい

るかを問うものである。 

   

４ 作物の収穫、販売で用いる計算について理解しているか、また、作業上の安全について問うもので

ある。 

   

５ 天気と気温の関係や折れ線グラフの読み取り等の知識を活用することができるかを問うものであ

る。  

   

６ 語と語や文と文との関係を基に、内容をとらえることができるかを問うものである。 

   

７ 文章中の語句について、漢字で正しく書くことができるかを問うものである。 

   

８ 校外学習の行き方について、ルート検索画面から乗り換えの回数、歩く距離、所要時間、利用する

交通手段を比較することができるかを問うものである。 

   




